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1 . コアニェ以下数名で 始めた生野 鉱 Um の近代化も明 

治 4 年にはかなり 成績もあ がり・それにともなって 技 

術者等の増員が 必要となった．工部省が 明治 4 年 10 月 

7 日の正院に差し 出した増員に 関する届けは 次のとお 

りであ るⅢ． 

御一新依頼仏国鉱山家 コ ワニ一尺 ヲ被居 拙生野鉱山 

開業 被 

柳田 候ニ 什一先若干 2 脚光太 ヲ以テ 器械 ヲ 外国 ニ 御注 

文来着以来 其 建築 モ 落成イタ シ当 春 ヨリ 平均月々 Z 出 

金銀 値 五千両 ヨリ 六千両二至り 候処 費用大概姉千四五 

面面 死 相掛り 候 姐御手打 之鉱 m 殊 ニ多分立給料 ヲ候 正 - 

下 外国 鉱 m 家 御雇鉱山之出張所 ヲ取設ケ 施業立場所ニ 

布 而己之 取得ニテハ充分 トモ難中 丘山賀立見 込ハ 確然 

御座候次第二行生臭十倍 之 器械 御 取得二回様相 酒候 ニ 

献 而ハコ ワニ一尺尚姉 ケ 年 2 御雇期限 引続 ニ相 成候処 

右 大器械 取 段丘往々 設 竹ニ 候テハ砿 矢並諸職方重二十 

名御雇 増相成候様コ 八二一中立至極光之 儀ニ 付則別紙 

之 給料 ヲ以 御雇 増御 評議相浦 候 得失其彼 御 改正二村石 

H         

念此段 中道 置候也 

増員計画の詳細は 次の通り   ". 

一 洋銀四百枚 砿夫 四人吉八ニ何月給百枚 宛 

一 洋銀百枚 ポンプ万苦人戸               

一 洋銀四百枚   
百枚 宛但 器械修復 ノ 馬ニ 雇 

一 洋銀百五 拾枚 焼砿 老老人月給 

  一 洋銀百五 拾枚 鏡形 職 老入用 /@/ @@@ 『・ 、 仁 一 Ⅰ @. 

一 洋銀二百枚 左官職老人戸 サハⅩ 小口 一 

一 洋銀 弐 千枚 試験所物具仕入代 

合 洋銀姉千四百枚 
右 諸職人給料少々 之 増減 そ可有之且 器械 共 西洋 ョリ着 

玄上運賃 其外 旅費等 追テ取調可 申し上 條事 手末 十 

月 

こうして，生野鉱山も 器械設備・技術者が 次第に整 

ってきた， 

2. 機械技師クロード・ヴェル ネ、 イ 

(ClaudeVerney) 

ヴェルネイ (Verney) はフランス郵船の ゴダ ヴァ 

リ ー (Godavery) 号で 1871 年 12 月 4 日に香港経由で 横 

浜に着いた㈹．明治 5 年 10 月 14 日の工部省 居 には次 

のように記載されている． 「 ィ 4 人機械家ウ ヱ ルネ一同 

リュ スタンベルセ ー 鋳物主溶錬 師 ラフラン。 4' 右ハ昨 

辛 十月中 中 上 侯 但州生野 鉱 m 坑業 / 為メ 御雇人相成俊 

仏人書面 / 通 此程来着 致シ候此段御 居中遊侠 也 」。 ， ). 
ヴェルネイは ，機械技師 ( 器械鍛冶 職 ) として生野鉱山 

に 1872 年に雇われた．契約書には 次のように書かれて 

いる。 61. 
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  「クロード ウエルネー」器械鍛冶トシテ 月給 洋 

銀百五十枚 ヲ遣シ 日本政府へ 洋暦 千八百 セ 十二年 

第八月一日 ョリ 同千八百 セ 十四年第八月一日マテ 

ニケ 年 / 間 勤仕スル コトヲ約ス 本国 ョリ 日本 マ 

テノ 旅費 ヲ 与へ 候事 

第二 

一 定約期限相浦 候説ハ 帰国旅費トシテ 洋銀四百枚 ヲ 

支給 スヘキ事 

第三 

一 生野在勤 中ハ 必要 / 家具 ヲ 備へ日本家屋一軒 ヲ与 

フヘシ但シ賄向 / 詩品 ハ 自費タル ベキ事 

第四 

一 「ウエルネー」 儀 ハ部 テ 指揮 ヲ 「コアニー」 並 二 

君代人ニ 受ケ ベク 若シ 政府へ訴訟 / 事故有文 説ハ 

其 取次 ヲ以テ 中道 シ 一切直訴不 相成候事 

第五 

一 気候ニ本 慣又ハ 職業 外 / 原因 ョリ 発起イタ シ侯 病 

患ニテ 一ケ 月以上職務不動ニ 船 テハ右 日数 / 外 月 

給本給 候事 

第六 
  「 ゥエ ルネー」 儀定 約未満 ニ シテ 勤 方相能條 説ハ 

帰国旅費洋銀四百枚ハ 不 給候致 但シ 日本政府 ョ 

リ 破約和成 候 謀ハ 右 四百枚正二期限 マデノ 残月給 

マテ 都テ可 絵事 

第 セ 
  「ウエルネー」 儀 怠惰二流 レ或ハ 職長 / 命を背 キ 

奉勅小数倹節 ハ 政府 定約ヲ破テ唯 洋銀四百枚 ヲ 与 

へ放逐 スヘシ 且 滞在中私論％超 シ 是非難決 節ハ 

接近 /4 ム 国 コンシュル ヘ 訴へ 一 裁判 ヲ受クヘシ事 

仏国「サンテチアン」ニ 船 テ 千八百 セ 十二年第六月 

二十八日 数契約者 也 

コアニー 

ウエルネー 

ヴェルネイの 仏文の契約書は 次の通り (7). 

Entre  les  soussign 色 s  Mr  Francois  Coignet,  in- 

g 色 nieur  en  chef  du  Gouvernement  japonais,  de. 

meurant  a  Lyon  aujourd,huj a  St.Etienne  agissant 

au  nom  et pour  le  compte  du  Gouvernementjapo- 

nais   

D ， une@ part 

Et@Mr@Claude@ Verney ， mecanicien@ ajusteur@aujour ， 

d ， h Ⅱ     demeurant@a@St ， Etienne ， rue@du@Guy   

D'autre@part 

II@ a@ete@convenu@ce@qui@suit, 

le@ Mr@ Verney@ est@ engage@ pour@ @@   compte@ du 

Gouvernement@ japonais@ en@ qualite@ de@ mecani ， 

cien@ ajusteur@pour@ une@ duree@ de@ deux@ ans@ aux 

appointements de cent ci   quante dol Ⅰ   rs par 

mois   

L ， engagement@ commencera@ le@ jour@ du@ depart@ de 

Marseil Ⅰ   fi   e@ au@ premi   r@ Aout@ mil@ huit@ cent 

soixante ， douze@ et@ finira@ au@ Japon@ le@ premier 

Aout@ mil@ huit@ cent@ soixante ・ quatorze ・ Le@ pas ， 

sage@ d ， aller@ est@ a@ la@ charge@ du@ Gouvernement 

japonais ， 

2e@ A@ la@ fin@ du@ contrat@ c ， est ， a ， dire@ le@ premier@ Aout 

mil@huit@cent@soixante ， quatorze ， il@ sera@accorde 

une@ indemnite@ de@ retour@ de@ quatre@ cents@ dol ， 

lars ・ 

3e@ Le@ Gouvernement@japonais@ donnera@ a@Mr@Verney 

un@ logement@ covenable@ dans@ une@ maison@ japo ， 

naise ， et@ les@ meubles@ indispensables:quant@ au 

chauffage@et@a@1 ， eclairage ， ils@seront@a@la@charge 

de@1 ， engage   

4e@ Mr@Verney@ne@recevra@ d ， ordre@ que@ de@ Mr@Coignet 

ou@ de@ son@ repesentant,@ et@ toutes@ les@ reCama ， 

tions@ qu ， il@ aura@ a@ faire@ au@ Gouvernement@japo ， 

nais@ devront@ passer@ par@ 1 ， intermediaire@ de@ Mr 

Coignet ， ou@de@son@delegue   

5e@ Si@ par@ le@ fait@ de@ maladie@ contracte@ en@ dehors@ des 

travaux@ ou@ ne@ provenant@ pas@ du@ Cimat,@ Mr 

Verney〉est8t‾us‥ ， un［os‥ans・ ， impossi   i ， 

Ⅰ     te@ de@ remplacer@ son@ service;@ ses@ appointe ， 

rnentsS ne lul se 「 alent plUs payeS apres t 「 ente 

jours@ de@ maladie@ jusqu ， a@ complet@ retablisse ， 

ment ， 

6e@ Si@ avant@ la@ fin@ de@ son@ engagement@ Mr@ Verney 

voulait@ quitter@ le@ service@ du@ Gouvernement 

1 ， indemnite@ de@ retour@ de@ quatre@ cents@ dollars 

ne@lui@ serait@pas@payeCma@@   par@contre@si@avant 

le@ premier@ Aout@ mil@ huit@ cent@ soixante ， 

quatorze, Ⅰ   Gouvernement renvoya@   Mr Ver ， 

ney,ce@ derni   r@ recevrait@ 1'indemnite@ de@ retour 

de@ quatre@ cents@ dol Ⅰ   rs@ et@ ses@ appointements 

complets@jusqu ， au@terme@de@1 ， engagement   
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Et@ 7e@ Si@ par@ suite@ de@ la@ part@ de@ Mr@ Verney@ ou@ refus 

d ， executer@ les@ ordres@ de@ ses@ superieurs@ le 

Gouvernement@ Ⅰ   renvoyait.il@ ne@ lui@ serait@ re- 

Ⅲ     s@ que@ 1 ， indemnite@ de@ retour@ de@ quatre@ cents 

dollars ・ 

Dans tous les cas ， s ， il y a dscussion entre Ⅰ   s 

parTes@ contractantes,il@ est@ convenu@ que@ 1'af- 

faire@ sera@ portee@devant@le@Consul@ de@FranceJe 

plus@voisin@de@la@Mine ， et@elles@ promettent@d ， ac- 

cepter@le@jugement@de@celui-ci   

F3t‘n doub Ⅰ   a St-Eti   nne Ⅰ   Ⅴ     ngt-hUt）   @   mil 

huit@ cent@ soixante-douze 

si   ne@Verney@Caude 

COgnet 

第 - 回日の契約更新は 1874 年 8 月 1 日から 2 ケ 年で 

あ ったが， Ⅰ 部 省が明治 8 年 1 月 28 口に届け出た 具体 

的な契約書は 次の通りであ る㈹． 

第     - 条 「 ウヱ ルネー」尺ハ 千八百 セ 十四年八月   - 日 

ョリ同ニ ケ年間日本政府へ 雇継候事但 - シ 初年 / 終 り 

( 貝 @l チ千八百七十五年八月一日 ナ Ⅱ ( 注 : 括弧は筆 

者 ) ニ船テニケ月双ニ 報知 ヲ伝テ 条約 ヲ廃ヰ - スル八 

専 う 政府 / 権 ニ在 ルヘキ 事 

第二条 旧 条約 中 / 第二条 ニ 記載シタル旅費 ハ 「 ウヱ 

ルネ 、 一 」 氏 千八百七十五年八月一日進平成八千八百 

セ 十六年八月一日 迄乎 約束 / 都合ニ従 ヒ全 ク典奉職 

ヲ遂 クルニ非ラサレハ 賜給セ サル 事 

第二条 千八百七十四年八月一日 ョ リボ 後 「 ウヱル 

ネ 、 一 」 氏 奉職中ハ政府 ョリ旧 条約 ノ 給料 ヲ改ヌーケ 

月 _- 百円 ッッ 給与 スヘ キ車 但シ 右目 附ョリハ 是迄 仕 

来 り タル食物等運送 / 費用 ハ 給与 セ サル ヘシ其 費用 

八白日 ソ弁スヘキ事 

第四条 旧 条約 甲 第六条第七条ハコ ン ニ図 デ 廃止 スヘ 

キ車 

第五条 「 ウヱルネ 、 一 」 氏 不行状力丈 ハ 長者 / 命ニ背 

ク時 ハ 北条約 ヲ 廃止 シ 政府ニ船 テ 同氏へ 暇ヲ遣スヘ 

、 ン然 ル径 ハ 同氏へ月給モ 文「マルセイル」マテ ノ 帰 

国旅費 モ 給与 セ サルヘキ 事 

第六条 北条約期限 中 政府ニ船 テ 北条約 ヲ廃 セシトス 

ル時 ハ 「 ウヱ ルネー」 氏へ六ケ 月間 / 月給即金千二 

百円正ニ「マルセイル」マテ ノ 帰国旅費金四百円 ヲ 

払フ ニオイ テハ 政府 ハ 何等 / 事故 ヲ問 ハス 之ヲ 廃止， 

スルノ 権 ヲ有 スル 事 

第セ 条 条約 / 経文ハ具俊姉 ケ 只中 ニ 「 ウヱ ルネー」 

氏 「マルセイル」 へ 同出帆スル 時ハ 旅費トシテ 金 四 

百円 ヲ受取ルヘシ 然 リト 錐ト モ石期限 中 二乗船 セ サ 

ル 時 ハ路費 ヲ 読取ルノ公義 ナカ ルヘキ 事 

第八条 此の条約期限 中 「 ウヱ ルネー」 氏若シ 病気 ニ 

罹ルトモ 医師 ョ リノ確固 乎 タル 鐙菩 アルニ 非 サレハ 

休勤 スル ヲ得ス且文 一 ケ 月以上下動ナル 時 ハ具不動 

日数 ノポき半 : トヲ与 ヘス ニ ケ 月ヲ経テ 両極 ヘ サレハ北条 

約 ヲ廃シ 某日 ョリ 給料 ヲ与ス 「マルセイル」 迄 / 帰 

国旅費四百円 吋相渡事 

第九条 「 ウヱ ルネー」尺ハ 北条約期限中ハ 其 職務 ヲ 

勉励 シ 真実ニ - 勤仕 スヘシ而 シテ商売 / 事 二八竜 モ 関 

係 スヘカ ラサル 車 

右 / 条約堅く相年ルヘキ ヲ鐙 センカ 為メ雙方姦 ニ典 

姓名 ヲ 手記 ス 

明治 セ年 八月 -- 日 

西洋 暦 千八百セ十四年八月 -- 日 コ ワニー 

ウ ヱ ルネー 

旧 条約 ヲ取綿 シタル双方 / 間ニ 此 新規条約 ノ 柱状 ノ 

件々ニ図元改正スル 廉ト其 件々 中 / 約束 トノ覚 ハ部 

テ 旧約束二基 テ再ヒ 北条約 ヲ 延期セン コトヲ約ス 

その契約吉の 形式は次の通りであ った ".. 

第 - 条 某 ハ千八百七十四年八月 - 日ョ リ 同工 ケ 年 

間日本政府へ 雇継 恨事 但シ 初年 / 終 fE0 千八百 セ 十 

五年八月一ロ チリ ) ニ船テニケ 前 ニ報知 ヲ伝テ 条約 ヲ 

廃止スル八専 う 政府 / 権 ニ 花ル ベキ コト 

此度 ( 某氏先年ョ リ 日本ニ布ルガ 故地 ) 日本 迄 / 旅費 

脇絵 ノ 約束 ハ全ク 無用 ニ シテ取締ニ友ザルコト 

第二条 l 日条約 中ニ 記載シタル旅費 ハ 某氏千八百 セ 十 

五年八月一日進平成八千八百セ 千， 年 八月一日進 乎 

( 阻止二年目 / 分ハ 某氏 ヲ雇継 ク日キノコ ト ) 約束 ノ者 l, 

合 ニ従 ヒ全 ク兵奉職 ヲ遂 ケルに 非 レハ 賜給 セザルコ 

  

第二条 千八百七十四年八月一日 ヨ リポ彼某氏奉職中 

ハ政府 ヨリ旧 条約 / 給料 ヲ改ノ - ケ 九二百円 宛 給与 

スベキ コト 世 - シ 右目 附ョリハ 是迄仕来 し タル食物 

等運送 / 費用 ハ 給与セザ ルベシ 其 費用は自己ニテ 

弁 スベ キ コト 

第四条 旧 条約 中 第六条 第セ条 ハコ ン ニ図 テ 廃止スベ 

キ コト 

第五条 某氏不行 ; 犬子 又ハ 長者 / 命ニ背 ク時 ハ 北条約 

ヲ 廃止 シ 政府ニ股 テ 同氏へ 暇ヲ遣 スベ シ 黙従 ハ 同 

氏へ月給モ心「マルセール」 迄 / 帰国旅費 モ 給与セ 

ザ ルベキコト 
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clairage et au transport de .. ， ..... pour son 

usage ， i Ⅰ   seront@ Ⅰ   charge@de@1 ， engage   

4e@ Mr@ Lustemberger@ ne@ recevra@ d'ordres@ que@ de 

Mr@Coignet@ou@de@ son@ representant@et@toutes@les 

reCama Ⅰ     ons@ qu'il@ aura@ a@ fai   e@au@ Gouvernement 

j   ponas devront passer par 1 ， i   terme Ⅳ     3re de 

Mr@Coi   net@ou@de@son@de Ⅰ     gue   

5e@ Si@ par@ le@ fait@ de@ maladie@ contractee@ en@ dehors ， 

Ⅰ   s@ travaux@ ou@ ne@ provenant@ pas@ du@ Cimat,@ Mr 

Lustemberger restait plus d ， un mois dans 1 ， im- 

posSbiliy@ de@ rempl@@   son@ terme ， son@ appointe- 

ment@ ne@ Ⅰ   i@ serat@ p Ⅰ   s@ paye@ apres@ trente@ jours 

de@maladie@jusqu ， a@ son@entier@retablissement   

6e@ Si@ avant@ la@ fin@ de@ son@ engagement@ Mr@ Lus- 

temberger voula@   quiter le servi   e du 

Gouvernement@japonais@1 ， indemnite@de@ retour@de 

quatre@ cents@ yens@ d'or@ ne@ lui@ sera@@   plus@ payeC     

ma@@   par@ centre@ S@     avant@ la@ fn@ de@ 1'engagement 

le@ Gouvernement@ japonais@ renvoyait@ Mr@ Lus   

temberger@ce@der Ⅰ     er@recevr3t@I'i   dem Ⅰ     te@de@re ・ 

tour@ de@ quatre@ cents@ yens@ et@ ses@ appontements 

complets@jusqu ， au@terme@de@1 ， engagement   

7e@ Si@ par@ suite@ d ， indemnite@ de@ la@ part@ de@ Mr@ Lus- 

temberger@ ou@ refus@ d'executer@ les@ ordres@ de@ ses 

superieurs, le Gouvernement japona@   le ren- 

voyai   .@ il@ ne@ lui@ sera@@   rem@@   que@ 1'indemni   e@ de 

quatre@cents@ yens ・ Dans@tous@les@cas ， s ， il@y@a@dis ・ 

cussion@entre@les@par Ⅰ     es@contractantes@@@   est@con ・ 

venu@ que@ Ⅰ   affaire@ sera@ portee@ devant@ le@ Consul 

de France Ⅰ   Pus voi   in de Ⅰ   Mi   e, et C   Ⅰ   s 

permettent@d ， accepter@le@jugement@de@celui-ci   

F3t@ et@ Sgne@ en@ autant@ d ， oFgi   aux@ que@ de 

parti   s@i   teressees@a@ St-@Eti   nne@ ⅠⅤ     ngt ， cinq 

Av Ⅱ     l［il” ℡     t…ent《oixante-quatorze ・ 

(Signe)@Lustemberger@(Signe)@P ・ Ozier 

リュ スタンベルジェの 契約は翌年に 更新された   "   . 

今度は 2 年契約となった． 

第二回目の契約更新は 明治 8 年であ った．給料の 方 

も 50 円上がり 200 円となった． 工部省伺いには 次のよ 

うに記載されている． 

鉱山寮御雇 ゼヲセ フリュスタン。 ベル ゼ 一儀 当 五月 

十日満期 / 処 同寮生野支庁機関手 刀 落成ニ村先般 試ト 

、 ンテ運転始業ニ 敗 掛 追目全機関運転河相 成見込 ニ村必 

要 / 職工ニ有亡妹 ニ 是迄勉励 / 簾 モ本 少候 従前月給百 

五十円 / 処 同二百円ニ増給数両姉 ケ 年間御雇 継相成度 

別紙条約核相 添 北枝柿伺候 也 (5 月 5 日 条約 按 ハ丁 

ノ 条約書工 同シ依テ省ク ) 

これに対して 5 月 10 日に「 伺 / 通 」という裁可が 出 

たⅡ ， ．「 但 大蔵 省 ヘ ハ具 省ョリ 通達可致事」と 言う追 

加 文 が添えられたⅢ． 

条約書 

一方八日本政府 / 為 メニ取扱ヒノ 任ヲ受ケシ 鉱山長官 

大島高任 君 ト一方 ハ 今生野支庁ニテ 同政府へ機械 師 ト 

ーンテ奉仕スル 所ノ ジョゼ フ ， リュスタンベルゼー 氏ト 

明治八年 ( 西暦千八百 セ 十五年 ) セ児 廿 四日 右 撃刀 / 間 

ニ取緒 ヒ タル 定約左 / 如、 ン 

第一条 右 長官 此 / 定 約書 ヲ以テ有りュ スタンベル 

ゼー 氏ヲ 日本政府 ニ 奉仕 / 為メ 雇人ルモノ ニ シテ同氏 

ノヘ何レ / 地 タリトモオ目合 ニ循ヒ 器械 師 / 器能ヲ以テ明 

治 八年 ( 西暦千八百 セ 十五年 ) 五月十日 ョリ向キ ニケ 年 

間政府 ニ 奉仕スル コトヲ約 セリ 

第二条 右リュ スタンベルゼー 尺ハ比定約百 / 奉職 

中ハ 其節 / 鉱山長官没 ヒ 鉱山師長石シクハ 其代理 / 金 

ニ 循ヒ之ヲ 守付 スヘシ且 同氏 / 使用方二関シテ 八時々 

執行 / 規則 ハ 之を遵奉 スヘ - ン 

第三条 有りュ スタンベルゼー 民子シメ 其 日本長官 

若 クハ覚国師長 / 允許 ヲ得 ルニ非サル平文八病 故 ，怪我 

ノ節 タリ ト モ兵職掌 ヲ蓋スに耐 エサルト ノ 医師 / 確論 

スル書面 ヲ出 ニ井サレハ同氏自己 ニ 休業スル コトヲ得 

ス 

第四条 もりュ スタンベルゼー 此此土 約 存在中ハ 商 

業或 ハ教師 ニ類 スル何等 / 職業ニテ モ 同氏自身 或 八人 

ヲ以テ之ラ 行 フハ 勿論猫又 之 二関係スル コトヲ得ス 推 

尊 う右 政府 / 職務 ニ ノミ 蓋 カス ヘ - ン 

第五条 右リュ スタンベルゼー 氏 / 給料ハーケ 月 

金 二百円ぐ 或ハ之ニ当償 スル通用貨幣 りニ シテ毎月末ニ 

払渡スヘ、 ン 

第六条 右リュ スタンベルゼー 氏ホ 奉職中何時タリ 

ト モ柄故 君 クハ怪我ニ国 テ 日数十四日間引続 キ 比定 約 

面 / 職掌 ヲ蓋ス能ハ サルトキハ七期限 / 終ヨ リ ( 十五 

日ヨ引両 キ 前文二 ニ ス同氏 / 職務ニ復スル 造工ハ本 

条虫下草 / 康ニ依り免職 ト ナルトキ 其 免職 / 節 二至 ル 

マテハ 同氏月給 / 割合三分一％減給 スヘシ 然 しト モ所 

ル下 勤ニ ケ月間引続ク 子 或ハ 比定約百 / 奉職時限 中十 

二ケ 月間二至ル手 或 ハ期ル原由ニ 国 テ 休業スルコト 合 
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、 ンテ九十日間二至ル 平 或ハ 有期限 / 間木 勤 タラザルモ 

若シ右 奉職中何時ニテ モ病 ニ権 ル欺或ハ 怪我 ヲ受ク然 

、 ンテ 其 未満 / 北 条約 残 期中全ク兵 職ヲ春 ス能 ハ サル 欺 

又 ハ具 症重 クシテ 有 職 を轟 スニ 深ク 障害 ト ナル 欺其旨 

雇 医師 / 診察 ニ 依り 其節 / 鉱山長官 若 シクハ鉱山師長 

へ 公然 確澄 スルトキハ勿論 総テ 右様 / 場合ニ船 テ ハ具 

節 / 工部全権 速 二化 定約ヲ 廃止スルノ公義アリ 而 シテ 

右リュ スタンベルゼー 氏 ニ股 テハ 比定 約残期 / 給料 ヲ 

仮令 其 幾分タリ ト モ文 ヲ受取ル 公義ハ史 ニ ナシ然 しト 

モ 横浜 ヨリ 仏国造 / 船賃 及ヒ 旅費金四百円は 右政府 ヨ 

リ 同氏へ給与 スヘ、 ン 

第七条 比定 約 存在中ハ 右 政府 ヨリ有りュ スタンベ 

ルゼー 氏へ 家具不備相当 / 居家 弁給シ且 医師 ヲ竹 添 置 

へ、 ン 

第八条 有りュ スタンベルゼー 氏は長官 / 命ニ背ク 

欺其 職務 ヲ 魚ル 欺 飲食 ニ耽 ル手 或ハ其他 不行状 / 事 ア 

ル 欺或 ハ丈比定的中河 レノ 康二 テモ破段 スル 欺或 ハ字 

行セ サルトキハ 其節 / 工部全権 直チ 二化 定約ヲ 廃止同 

氏 ヲ右 政府 / 職務 ヨリ 放免シテ公正タルヘ 、 ン 

第九条 西暦千八百七十四年四月二十五日 右 政府 ト 

( 但シ鉱 m 師コ 八三一氏 ト 仏国セントエチ エ ンニ 住 ス 

ル土木 師 オジェー 氏トノ 周旋ニ国 テ ) 有りュ スタンベ 

ルゼー 氏トノ間 二敗 結 タル 定約 第二条 二 記載シタル賜 

金 ( 本書第六条 ニ 記載セシ病気 / 節ヲ 除ク ) ハ 比定 約面 

期限通り満 ニ ケ年間吉政府へ 奉職スルニ 非 サレハ給与 

セ サル ヘ、 ン 

右 / 澄 トシテ撃刀 姦 二手署スルモノ チ リ 

鉱山権 頭大島高任代理 朝倉 盛明 。 、 ") 

右澄大 佐々木和姉郎 (19) 

リュ スタンベルゼー 

右鐙 八 コワニ一 

英文の契約書は 次のようなものであ る， 20). なお， 

フランス語の 契約書はない． 

Article of agreement made this day of eighteen 

hundred@ and@ seventy@ fi   e@between@chief@commissi   n ， 

er@of@Mines@ of@the@ Imperial@Japanese@Government@au ・ 

thorized@to@act@and@ acting@for@sa@@   Government@of@the 

one@ part,@ and@ Joseph@ Lustemberger@ mechanician 

adjuster@ at@present@in@the@ service@of@said@ Government 

at@Ikouno@Japan@of@the@other@part@as@follows: 

1@ The@ said@ chief@ Commissioner@ hereby@ engages@ the 

said@ Joseph@ Lustemberger@ in@ the@ service@ of@ the@ said 

Government ， and@he@agrees@to@serve@of@the@said@Gov ・ 

ernment ， wherever@he@may@be@ordered@in@the@capacity 

of@ mechanician@ adjuster@ for@ a@ period@ of@ two@ years 

from@ the@ tenth@ day@ of@ May@ eighteen@ hundred@ and 

seventy@ five   

2@ The@ said@ Joseph@ Lustemberger@ shall@ during@ his 

service@ under@ this@ agreement@ obey@ and@ fulfil@ all@ the 

orders@ and@ instructions@ of@ the@ chief@ commissioner@ and 

of@ the@ chief@ engineer@ of@ his@ department@ for@the@ time 

being@ or@ their@ representatives@ and@ shall@ conform ・ to 

and@ obey@ all@ rules@ and@ rgulations@ relating@ to@ his@ em ・ 

ployment@in@force@for@the@timebeing ・ 

3@ The@ said@ Joseph@ Lustemberger@ shall@ not@ absent 

himself@ from@ duty@ without@ having@ first@ obtained@ the 

consent@of@ his@ Japanese@ or@European@ Superior@offic ・ 

ers ， or@ [in@ case@ of@ sickness@ or@ inevitable@ accident] 

wlthout  a  su Ⅲ cIen Ⅰ medlcal certlflcate  that  he  ls  un- 

able@and@unfit@to@attend@to@or@to@perform@the@duties@of 

his@ office   

4@ The@ said@ Joseph@Lustemberger@binds@ himself@ dur ・ 

i   g@the@continuance@of@t Ⅱ     s@agreement@not@to@carry@on 

or@ he@ concerned@ directly@ or@ indirectly@ in@ any@ trade ， 

traffic@ business@ or@ professional@ work@ of@ any@ kind 

whatever ， but@ to@ devate@ himself@ exclusively@ to@ the 

service@ of@ the@ s3     d@ G0vernment   

5@ The@ sa Ⅰ   ry@ of@the@ s8d@Joseph@Lustemberger@shal 

be@ two@ hundred@ gold@ yen@ (or@their@ current@ equivalent 

per@ month@ payable@ monthly@ at@ the@ end@ of@ each 

month ， 

6@ If@ at@ any@ time@ during@ his@ said@ service@ the@ said 

Joseph@ Lustemberger@ shall@ be@ disabled@ by@ illness@ or 

accident@from@performing@ his@ duties@ under@this@ agree ・ 

ment@ for@ fourteen@ consecutive@ days@ his@ pay@ shall 

from@ and@ after@ the@ expiration@ of@ that@ time@ and@ until 

he@shall@return@to@and@perform@his@duties@as@aforesaid 

or@ (if@ he@ shall@ be@ discharged@ under@ the@ subsequent 

porti   n@ of@ t Ⅱ     s@ clause)@ until@ the@ time@ of@ such@ 4s- 

charge@ be@ reduced@ by@ one@ third ， but@ if@ such@ inability 

shall@ continue@ for@ a@ period@ of@ three@ consective 

months@ or@ if@ he@ shall@ in@ any@ twelve@ months@ of@ his 

time@ of@ ser Ⅴ     ce@ under@ tHs@ agreement@be@ absent@ from 

work@ from@ such@ causes@ for@ periods@ equalling@ in@ their 

aggregate@ ninety@ days@ or@ (though@ he@ shall@ not@ have 

been@disabled@for@such@a@period@or@periods)@if@he@shall 
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at@ any@ time@ during@ said@ service@ have@ an@ illness@ or 

meet@with@an@accident@which@according@to@the@opinion 

of@the@medical@officer@of@his@department@officially@cer   

tified@ to@ the@ chief@ commissioner@ or@ chief@ engineer@ of 

his@ department@for@the@ time@ being@ shall@ either@render 

him@ absolutely@ incapable@ of@ performing@ his@ duties 

during@ the@their@unexpired@portion@of@his@time@ of@ ser- 

vice@ under@this@agreement@or@seriously@interferes@with 

the@ performance@ of@ said@ duties@ then@ and@ in@ any@ of 

these@ cases@ the@ Minister@ of@ his@ department@ for@ the 

time@ being@ shall@ have@ the@ right@ at@ once@ to@ terminate 

this@ agreement@ and@ the@ said@ Joseph@ Lustemberger 

shall@ not@ be@entitled@ to@ any@ salary@ for@ the@then@ unex   

pired@term@of@his@agreement@or@for@any@portion@there- 

of ， but@ four@ hundred@ yens@ for@ passage@ money@ and 

travelling@ expenses@ from@ Yokohama@ to@ France@ shall 

be@paid@to@him@by@the@said@Government   

7@ The@ said@ Government@ sh3l@ during@ the@ con ， 

tinuance@ of@ this@ agreement@ provide@ the@ said@ Joseph 

Lustemberger@ wi   h@ s Ⅱ     tab Ⅰ   unfurni   hed@ house 

accommodation@ and@ with@ medical@ attendance   

8@ If@the@ said@Joseph@Lustemberger@shall@be@guilty@of 

any@ insubordination ， negligence@in@business ， drunken ， 

ness@ or@ other@ misconduct ， or@ if@ he@ shall@ be@ guilty@ of 

any@ breach@ or@ non@ performance@ of@ any@ of@ the@ provi ， 

sion@or@agreements@herein@contained@it@shall@be@lawful 

for@the@ Minister@of@his@department@for@the@time@being 

at@ once@ to@ rescind@ this@ contract@ and@ to@ dismiss@ him 

from@the@ service@ of@the@ said@ Government   

9@ The@ i   dem Ⅰ     ty@ mentioned@ in@ Cause@ 2@ of@ the@ con- 

trat@ of@ service@ made@ on@ twenty@ fifth@ day@ of@ April 

eighteen@ hundred@ and@ seventy@ four@ between@ the@ said 

Government@(through@the@agency@ of@M ， Coignet@their 

Engineer@ and@ M ， Ozi   r@ ci   il@ engi   eer ， St-Etienne 

France)@ and@ the@ said@ Joseph@ Lustemberger@ shall@ not 

be@ given@ him@ (except@ in@ the@ case@ of@ illness@ as@ pro- 

vided@ for@by@ Clause@6)@until@ and@ unless@he@shall@have 

served@ the@ said@ Government@for@the@ full@ of@two@ years 

in  termsofthisagreement. 

4. 機械技師ジャン・バチスト・リュスタン 

ベルジェ (Jean  Bapt ね仮 Lus 捺 m ぬ rge め 

沢 氏の調査では 契約は， 第 1 回目が明治 5 年 6 月 27 

日 ，第 2 回目が同 7 年 8 月 1 日，第 3 回目が同 9 年 8 

同 1 日，第 4 回目が同 10 年 8 月 1 日であ った。 ， 1,   

リュ スタンベルジェは ，明治 9 年の契約更新時には 

月給 200 円で明治 9 年 8 月 1 日より 1 ケ 年間の契約で 

あ った． 同 10 年 8 月 1 日以降については 無期限の雇用 

契約となり， 同 12 年 8 月 11 日に解雇となった． なお， 

免許は明治 9 年 8 月 7 日に渡された． また，職種は 器 

械鍛冶であ った。 22). 

リュスタンベルジェの 第 1 回目の契約文は 次の通 @ ヮ 

。 23, であ る． 

第一 
  「ジャン バチスト リュスタンベル ヂヱ 」器械 

鍛冶トシテ月給洋銀百五十枚 ヲ遣シ 日本政府江津 暦 

千八百 セ 十二年第八月一日ヨ リ 同千八百 セ 十四年第 

八月一日 マデ弐ケ 年間勤仕スル コトヲ約シ 本国 ョリ 

日本道 / 旅費 ヲ 与へ 候事 

第二 

一 定約苦言相浦倹節 ハ 帰国旅費トシテ 洋銀四百枚 ヲ 

給スヘキ事 

第三 

一 生野在勤 中ハ 必要 / 家具 ヲ 与へ日本家老 軒ヲ与フ 

ベシ併賄向 / 諸品ハ 自費タルヘキ 事 

第四 

一 チュスタンベル ヂヱ儀 ハ部 テ 指揮 ヲ 「コアニー」 

並 ニ君代人ニ 受ケヘク若シ 政府泣訴訟 / 事故有志節 

ハ具取次 ヲ以テ 中道 シ 一切直訴不和成 候事 

第五 

一 気候ニ本 慣又ハ 職業 外 / 原因 ヨリ 発起 致候節 病患 

ニテ 壱ケ 月以上職務不動ニ 船 テハ右 日数 / 外 月給 不 

給候事 

第六 

  「リュスタンベル ヂヱ 」 儀定 約未満 ニ シテ 勤 方相 

上條 節ハ 帰国旅費洋銀四百枚ハ 不 給候併シ 日本政府 

ヨリ 破約和成 候節 ハ七四百枚 並 二期限 迄 / 残月給 都 

テ可絵 事 

策セ 

  「リュスタンベル ヂヱ 」 儀 怠惰二流 し或ハ 職長 ノ 

命ヲ背キ 奉職不 致節ハ 政府約定 ヲ破テ唯 洋銀四百枚 

ヲ 与へ放逐 スヘシ且 滞在中私論％超 シ 是非難決 節ハ 

接近 / 仏国コンシュル 泣訴へ裁判 ヲ受クヘキ事 

仏国サンテチアン」ニ 船 テ 千八百 セ 十二年第 

六月 廿 八日数契約 候也 

コアニー 
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リュ スタンベル ヂヱ 

リュ スタンベルジェの 仏文の契約書は 次の通り (" 。 ). 

Entrelessoussjgn 色 sMrFrancoisCojgnet 

D,unepa,t, 

Et  Mr  Jean  Baptiste  Lustemberger,  m も canicien 

a Ⅱ   steur@ demeurant@ a@ Marseil Ⅰ   ， ce@ j   urd ， hU@     a@ St ・ 

Eti   nne ， 

D ， autre@part ， 

Ⅰ   a@ete@convenu@ce@qui@sui   

ler@ Mr@Lustemberger@est@engage@ pour@ le@ compte@de 

Jean Bapti   te Lustemberger, en qualite de 

mecanicien@ ajusteur@ pour@ une@ duree@ de@ deux 

ans,@ ses@ appointements@ de@ cent@ Cnquante@ dol- 

lars@par@mois;@ 1'engagement@commencera@le@jour 

du@ depart@ de@ Marseille ， fixe@ au@ premier@ Aout 

mil huit cent soixante ， douze ， et’inira au Japon 

le@ ler@ Aout@ mil@ huit@ cent@ soixante ， quatorze ・ Le 

passage@ d ， aller@ est@ a@ la@ charge@ du@ Gouverne ， 

ment  japonais   

2e@ A@la@ fin@du@contrat ， c ， est-a ・ dire@le@premier@Aout 

mil@ hu@@   cent@ soixante-quatorze,@ il@ sera@ accorde 

une@indemnie@de@retour@de@quatre@cents@dol Ⅰ   rs   

3e@ Le@ Gouvernernent@ Ⅱ   ponais@ donnera@ a@ Mr@ Lus ・ 

temberger@ un@ logement@ convenable@ dans@ une 

maison japonaise et les meubles indispensables 

quant@ au@ chauffage@ et@ a@ 1 ， eclairage@ ils@ seront@ a 

Ⅰ   charge@de@1 ， engage   

4e@ Mr@ Lustemberger@ ne@ recevra@ d'ordres@ que@ de 

Mr@ Coignet@ ou@ de@ son@ representant,@ et@ les@ re ， 

c Ⅰ   mati   ns qu ， il aura a f3re au Gouvernement 

devront@ passer@ par@ 1 ， intermediaire@ de@ Mr@ Coig ， 

netou  dC  son  d る l 台 gu さ   

5e@ Si@ par@ le@ fait@ de@ malade@ contractee@ en@ dehors 

des@ travaux ， ou@ ne@ provenant@ pas@ du@ climat ， Mr 

Lustemberger rest8t Pus d ， un m0s dans 1 ， im ， 

possibilie@ de@ remplir@ son@ service,@ ses@ appointe ， 

ments@ ne@ l@@     seraient@ Pus@ payees@ apres@ trente 

jours@de@m3ad@@   jusqu'a@comp Ⅰ   t@retablissement   

6e@ Si@ avant@ la@ fin@ de@ son@ engagement ， Mr@ Lus ・ 

temberger voulait quitter le service au 

Gouvernement ， 1 ， indemnite@ de@ retour@ de@ quatre 

cents@ dollars@ ne@ lui@ sera@@   pas@ payee,@ ma@@   par 

centre ， si@ avant@ le@ premier@ Aout@ mil@ huit@ cent 

soixante ， quatorze, Ⅰ   Gouvernement renvoyai   
Mr@ Lustemberger,@ ce@ dernier@ recevrait@ 1'indem- 

nite@ de@ retour@ de@ quatre@ cents@ dollars@ et@ ses 

appointements@ comp Ⅰ   ts@ jusqu'au@ terrne@ de@ 1'en ， 

gagement ・ 

Et@ 7e@ Si@ par@ suite@ d ， inconduite@ de@ la@ part@ de@ Mr@Lus ・ 

temberger ， ou@refus@d ， executer@les@ordres@ de@ ses 

superieurs@ le@ Gouvernement@ le@ renvoyait ， il@ ne 

lui@ serait@ remis@ que@ 1 ， indemnite@ de@ retour@ de 

quatre@cents@dollars   

Dans》ous Ⅰ   s…as《'il【‖‥i   cussion‘ntre Ⅰ   s｝ar- 

ties@ contractantes ， il@ est@ convenu@ que@ Faffaire 

sera@ partie@ devant@ le@ Consul@ de@ France@ le@ plus 

voisin@ de@ la@ Mine@ et@ elles@ promettent@ d ， accepter 

Ⅰ   5   gement‥e…elui ・ C     ・ 

F8t@ en@ douUe@ a@ St ， Eti   nne@ Ⅰ   vingt ， huit 

juin@mil@huit@cent@soixante ， douze 

Si   ne@Lustemberger 

Coignet 

また， 明治 8 年に取り交わされた 契約更新の契約書 

は次の通りであ る (25). 

第一条 「リュスタンベルゼー」尺八千八百 セ 十四 

年八月一日 ョリ 両三 ケ 年間日本政府へ 雇継候事 但シ 

初年 / 終 ( 郎チ千八百 セ 十五年八月一日ョ リ ) ニ船 テ二 

ケ 月前ニ報知 ヲ伝テ 条約 ヲ 廃止スル八専 う 政府 / 権 ニ 

アルヘキ 事 

此度日本で テノ 旅費 賜給 / 約束 ハ全ク 無用 ニ シテ取 

緒ニ度 ハ サル 事 

第二条 

旧 条約十 / 第二条 二 記載シタル旅費 ハ 「リュスタンベ 

ルゼー」 氏 千八百 セ 十五年八月一日進 乎或 八千八百 セ 

十六年八月一日進 乎 約束 / 都合ニ従 ヒ全ク其 本職 ヲ遂 

タルニ 非 レハ 賜 給与 セ サル 事 

第三条 

千八百七十四年八月一日ョ リホ後 「リュスタンベル 

ゼー」底本職中 ハ 政府 ョリ旧 条約 / 給料 ヲ改ノーケ月 

二百円 宛 給与 スヘキ事但シ 右 日付 ョリ 是迄仕来 り タル 

食物運送 / 費用 ハ 給与 セ サル ヘシ其 費用 ハ 自己ニテ 弁 

スヘキ事 

第四条 

旧 条約甲第六条 第セ条 コレニ仏 テ 廃止 スヘキ事 

第五条 

「リュスタンベルゼー」 氏 不行状 力又ハ 長者 / 倉ニ 背 
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ク時 ハ 北条約 ヲ 廃止 シ 政府ニ船 テ 同氏へ 暇ヲ遣 ハス ヘ 

- ン然 ル役同氏へ月給 モ又 「マルセイル」 迄ソ 帰国帰国 

旅費 モ 給与 セ サルヘキ 事 

第六条 

北 条約期限 中 政府ニ船 テ 北条約 ヲ廃 セントスル 時 八六 

ケ 月間 / 月給即金千二百円錐 ニ 「マルセイル」マテ ノ 

帰国旅費金四百円 ヲ払フ ニ股 テハ 政府は何等 / 事故 ヲ 

問 ハズ 之ヲ廃 スルノ 権 ヲ有 スル事 

業 セ 条 

条約 / 終又 ハ具俊姉 ケ 肩甲 ニ 「リュスタンベルゼー」 」 

氏 「マルセイル」 へ向ケ 出帆スルトキハ 旅費トーンテ 金 

四百円 ヲ受取ルヘシ 然 リト 雄ト モ石時限 中 : 二乗船 セ サ 

ルトキハ愛敬ルノ 公義 ナカ ルヘキ 事 

第八条 

北条約期限 中 「リュスタンベルゼー」 氏若シ病 ニ思 ル 

トモ 医師 ヨ リノ確固タル 澄 青井サレハ 体動 スル コトヲ 

得ス且文 一 ケ 月以上下動ナルトキハ 真下 勤 日数 / 給与 

を与ヘス ニ ケ 月ヲ経テ尚癒 サレハ北条約 ヲ廃シ 莫目 ヨ 

リ 給料 ヲ与ヘス 「マルセイル」 迄 / 四百円 可相 波車 

第九条 

「リュスタンヘルゼー」此此条約期限 中 ハ具職務 ヲ 勉 

励 シ 真実 ニ 勤仕 スヘシ而 シテ商売 / 事 ニ % モ 関係 スヘ 

カ ラサル専 

有 / 条約 堅ク 相手ルヘキ ヲ燈 センカ 為メ雙方姦 ニ典 

姓名 ヲ 手記 ス 

明治 セ年 八月一日 

西洋 暦 千八百 セ拾 四年第八月一日 

コワ ・ニー 

リ ュ スタンベルゼー 

5. 精錬エアンドレ・ボッ シ (And, を Boss け 

アンドレ・ボッ シ は・ 明治 4 年 7 月 23 日 (1871 年 9 

月 7 日 ) に来日し 明治 9 年 3 月 14 日に日本で病死し 

たフランス人精錬 工 であ る "6). 

ボッシ の日本到着に 関する資料には 次のように書か 

れている ",. 

右 乞者手末二月中旬 済 同十月中御局 申進置候鉱 m 寮雇 

外国人給名文内右老老 於 本国条約柚酒七月 廿 三日横浜 

着港 仕候 俊之条約書原文訳文典 相添此段 御雇 申進 優也 

明治六年十月三十一日 工部省 伊藤博文 

右大臣 岩倉具視 殿 

ボッシ の契約書は次ぎの 通り。 28)   

第一 

「アンドレ ，ボッシ 」 瓦 焼 砿夫 トシテ月給洋銀面 弗ヲ 

遣シ 西暦千八百七十三年第六月五日 ョリ 同千八百 セ 十 

五年第六月五日進 弐ケ 年日本政府 江 勤仕スル コトヲ 約 

- ン 本国 ョリ 日本道 芝 旅費 ヲ 手エ 候事 

第弐 

定約 満期志節 ハ 帰国旅費トシテ 洋銀四百 弗ヲ 給与スベ 

キ事 

第三 

日本政府 ヨリ 「アンドレ ， ボッシ 」 氏江 必要 之 要具 ヲ 

備ヱ 日本風芝家老幹 ヲ与フベ、 ン 

但シ賄 / 同等 ハ 自費タル ベシ 

第四 

「アンドレ ，ボッシ 」民都市指揮 ヲ 「コアニー」 氏 正 

ニ其代人ニ 受ク ベク 若シ 政府へ訴訟文事故有文節 ハ 

「 コ 八二一」 氏或ハ 其代人 ヲ以テ 訳出ベク 決 シテ直訴 

不 相成候事 

第五 

「アンドレ ，ボッシ 」 氏 気候ニ本 慣或ハ 職業 外 Z 原因 

ヨリ病疾シ壱ケ 月以上下動 致候節 八三十日後ョ リ 快復 

迄 月給下手便 事 

第六 

「アンドレ ， ボッシ 」 比 定 約 期限未満 ニ シテ 暇ヲ乞 フ 

トキハ帰国旅費洋銀四百 弗 ハ不年年 併定約 期限前二日 

本政府 ヨリ暇ヲ遣ル 時ハ 帰国旅費洋銀四百井立志 約期 

限迄 Z 総給与 ハ 給与スベキ車 

第セ 

「アンドレ ，ボッシ 」 氏 職業怠惰 流 甘英長夫 之 指揮 ヲ 

違背スル 時ハ 帰国旅費洋銀四百 弗ヲ 与へ 暇ヲ遣ルヘ - ン 

若シ 右左 約 上 ニ 争論を起 シ 是 し難決 トキハ鉱山近傍 二 

仏国「コンシュル」 へ 訴へ裁断 ヲ受クベキ事 

千八百七十三年第三月十五日 仏国「サンテ チ エン 

ヌ」ニ船 テ致 契約者 也 

コアニ一代 ヲジヱ一 

アンドレ ボッシ 

年齢 四拾弐歳 ( 試 片岡 ， 准厚 ) 。 '9   

ボッシ の仏文の契約書は 次の通りほ 0,. 

Enlrelessoussign さ s 

Mr  Ozier, ing さ nieur, fond を du  pouVoir  de  Mr  Coig   

net,@ ingenieur@ en@ chef@ du@ Gouvernement@ japonais, 

agissant@au@ nom@et@pour@le@compte@du@ Gouvernement 

japonais ・ 

D ， une@part ， 

Ⅰ   a@ete@convenu@ce@qui@suit     
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Mr@ Andre@ Bossi@ est@ engage@ pour@ Ⅰ   compte@ du 

Gouvernement@ japonais@ en@ qualite@ de@ fondeur 

en@ mineral@ de@ cuivre@ pour@ une@ duree@ de@ deux 

ans@ et@ aux@ appoi   tements@ de@ cent@ dol   rs@ par 

mois   

L ， engagement@commencera@ Ⅰ   j   ur@du@depart@de 

Marseille@ fixe@ au@ cinq@ juin@ mil@ huit@ cent@ soi ， 

xante-treize@ et@ fini   a@ au@ Japon@ le@ cinq@ juin@ mil 

hUt@cent@s0xante-q@nze ， Le@ passage@d'al Ⅰ   r@ est 

a@la@charge@du@Gouvernement@japonais   

A@ la@ fin@ du@ contrat@ il@ sera@ accorde@ une@ indemni- 

te@de@retour@de@quatre@cents@do   Ⅰ   rs ， 

Le@ Gouvernement@ japonais@ donnera@ a@ Mr 

Andre@ BosS@     un@ logement@ convenab Ⅰ   dans@ une 

maison@japonaise,@ et@les@ meubles@indispensables   

Quant@ aux@ chauffages@ et@ a@ 1 ， eclairage@ ils@ seront 

a@ Ⅰ   charge@de@1 ， engage ， 

Mr@ Andre@ Bossi@ ne@ recevra@ d ， ordre@ que@ de@ Mr 

Coignet@ ou@ de@ son@ representant,@ et@ toutes@ Ⅰ   s 

reclamations@qu ， il@aura@a@faire@au@Gouvernement 

devront@ passer@ par@ 1 ， i   terme4aire@ de@ Mr@ Coi   ， 

net@ou@de@son@de Ⅰ     gue ・ 

Si@ pour@ le@ fait@ de@ maladie@ contractee@ en@ dehors 

des@ travaux@ ou@ ne@ provenant@ pas@ du@ climat,@ Mr 

Andre@Bossi@restait@plus@d ， un@mois@dans@1 ， impos ， 

si   ilite@ de@ remPir@ son@ service,@ Ⅰ   s@ apponte- 

merits@ ne@ lui@ seraient@ plus@ payes@ en@ tout@ de 

trente@ jours@ de@ maladie@ jusqu ， a@ complet@ retab ， 

lissernent ・ 

Si@ avant@ la@ fin@ de@ son@ engagement@ Mr@ Andre 

BosS@     voula@@   quitter@ le@ servi   e@ du@ Gouverne ， 

ment ， 1 ， i   dem Ⅰ     te@ de@ retour@ de@ quatre@ cents@ dol ， 

lars,@ ne@lui@ sera@@   plus@ payeC@     ma@@   par@contre@ S     

avant@le@5@juin@ 1875@le@Gouvernement@renvoyait 

Mr@ Andre@ Bossi@ ce@ dernier@ recevrait@ 1 ， indemnite 

de@ retour@ de@ quatre@ cents@ dollars@ et@ ses 

appointements@ comp Ⅰ   ts@ jusqu ， au@ terme@ de@ 1 ， en ， 

gagement ， 

Si@ par@ suite@ d ， une@ conduite@ de@ la@ part@ de@ Mr 

Andre@ Bossi ， ou@ refus@ d ， executer@ les@ ordres@ de 

ses@ superieurs@ le@Gouvernement,@ le@renvoyait,@ il 

ne@lui@ serait@remis@ que@ 1 ， indemnite@ de@retour@de 

quatre@ cents@ d0lars ， Dans@ tous@ les@ cas,@ s'il@ y@ a 

discussion entre les parties contractees; il est 

convenu@ que@ 1'affaire@ sera@ part@@   devant@ Ⅰ   Con- 

sul@ de@ France@ le@ plus@ voiSn@ de@ la@ Mine@ et@ elles 

promettent@d ， accorder@le@jugement@de@celui ， ci   

Fait@ en@ double@ St ・ Etienne@ 13@ rnai@ 1873@ et@ a 

Marseille  le  17 

mai  1873 

J ， approuve J ， approuve 

Bossi And ㎡ P. Ozier 

また，明治 8 年に契約の更新が 次ぎのような 条件で行 

われた (",,. 

条約書 

一方八日本政府 / 馬ニ取扱 フ 鉱山長官大島高任右文一 

方 ハ 生野支庁へ奉仕 / 鎔銅夫 アンドレ ボッシ氏ト明 

治 八年 ( 西暦千八百七十五年 ) 七月 廿 四日 右雙方 / 間 

ニ取緒 ヒ タル 定約左 / 如 - ン 

第一条 君長官比定約書 ヲ以テ右 ボッ シ氏 / 日本政府 

へ奉仕 / 為メ 雇人 レル モノ ニ シテ同氏 ハ何レノ地ト 

雄モ指令ニ陣 ヒ 鋳鋼 夫 / 器能ヲ以テ 明治八年 ( 西暦 

千八百七十五年 ) 六月五日 ヨリ向 キ ーケ 牢問 右 政府 

ニ 奉仕 ス ) レコ トヲ約 セリ 

第二条 右 ボッ シ 底止 定約面 / 奉職中 ハ其節 / 鉱 m 長 

官没鉱山師長君シクハ 其代理 官 / 指令ニ陣 ヒ之ヲ 守 

付 スヘシ且 同氏 / 使用方二関シタル 時モ執行 / 規定 

ハ総テ之 レ フ 遵奉 スヘ、 ン 

第三条 右 ボッ シ 尺ハ 予メ 英日本長官 若 シクハ覚国師 

長 / 允許 ヲ得 ルニ非サル平文八病 故 怪我 / 節 タリ ト 

モ兵職掌 ヲ尽 スル二冊サルト ノ 医師 / 確燈 スル書面 

ヲ出ス 三井サレハ同氏事故 ニ 休業スル コトヲ得ス 

第四条 右 ボッ シ 底止 定約 存在中 ハ 商業 或 ハ教師 ニ類 

スル何等 / 職業 二テモ 同氏自身 或 八人 ヲ以テ之ヲ 何 

フ ハ 勿論 文之レ 二関スル コトヲ得ス 唯事 う右 政府 ノ 

職務 二 ノミに 議 カス ヘ、 ン 

第五条 右 ボッ シ氏 給料ハーケ 月 金貨百三円 ( 戒ハ 之 

三生 償 スル通用貨幣 ) ニシテ毎月末ニ 仏 渡スヘ、 ン 

第六条 右 ボッ シ 民兵奉職中何時タリ トモ病 牧君シク 

ハ ，怪我二国 テ 日数十四日間引続 キ 比定約百 / 職掌 ヲ 

蓋ス能ワ サルトキハ有期限 / 終 リヨ リ ( 十五日 ) 向キ 

前文二 掲 クル同氏 / 職務ニ復スル マテ又 ハ本条中丁 

章 / 康二依り免職 ト ナルトキハ 其 免職 / 節 二至 ルマ 

テハ 同氏月給 / 割合三分一％減少 スヘシ然レトモ 新 

ル原由ニ国 テ 休業スルコト 合 シテ九十日間二至ル 千 

或ハ有 時間木 勤 タラサルモ若君奉職申何時ニテモ 柄 



明治時代の鉱 m 関係フランス 人について。   2@ 西堀 昭 ) /367) 87 

ニ罹 ル手 又ハ 怪我 ヲ受ケ然 シテ 其節 未満 7 比約定期 

限十全ク兵 職ヲ 盛ス 能ハ サル平文具 症重 クシテ有職 

ヲ志ス 二障害 トナ ルヘキ 訣其 青鹿医師診察 案 ニヨ リ 

其節 / 鉱山長官 若 シクハ 鉱 m 師長へ公然 確 " スルト 

キハ勿論 総テ 右様 / 場合二才 イテ ハ具 節ソ   I: 耶卿速 

ニ化生 約ヲ 廃止スルノ公義アリ 而 シテ 石 ボッ シ 八二 

才 イテ は比定 約残期 / 給料 ヲ 仮令 其 幾分タリ トモ 便 

服ルノ分譲ハ % ニ ナシ然 しトモ 横浜 ヨリ 仏国マテ ノ 

船箕及ヒ 旅費金四百円ハ 石政府 ヨリ 同氏へ給与， スヘ 

シ 

第七条 比定 約 存在中ハ 右 ボッ シ比 へ家具不備相当 ノ 

居家 ヲ弁給 、 ン且 医師 ヲ附添置クヘシ 尚又神戸   ; ヨリ， @i 

野 マテ同氏自用 / 食料運送費 ヲ モ仏 渡スヘ、 ン 

第八条 右 ボッ シ 氏長官 / 命ニ背ク ヂ兵職務 ヲ怠、 ルヂ 

其 不行Ⅱ ゾ ; ノ車 アル平文 ハ 比定的中 阿レノ廉 ニテ そこ 

レ フ 破棄スル平城ハ 字 行セ サルトキハ 其節ハ l 刊ヰ ell 

直ニ比定 約ヲ 廃山， シ 同氏 ヲ右 政府 ノ 職務 ヨリ 方向、 ン 

テ公正タルヘ 、 ン 

第九条 西暦千八百七十三年五月十五口 及 十七口ニ % 

政府 ト ( ィ @ レ 鉱山師 コ ワニ一輔 ト 仏国セント チ エン 

ヌニ % スル土木 師 オジェー 氏ト / 終戦 ニ Ⅲ テ ) 右 ボ 

ッ シ氏トノ 間ニ 取結 セシ 定約 第ニ 条ニ 記載シタル賜 

金 ハ ( 本吉第六条 ニ 記載セシ病気 / 節ヲ除 クノ覚け ヒ 

定約面 期限 / 通り満   - ケ 年間 右 政府へ奉職スル ニ J@, 

レハ 給ソ j- セ サル ヘシ 

右描 トシテ 雙 打抜二手署スルモノ ナリ 

鉱山寮大島高任代理 湖 倉盛 明 

石お人 件々不和姉郎 

アンドレ ， ボ，シ 

% 強大 コワ ニ一 

6 、 製鉱師 ポール・ シ ルム (PaulL 」 erm) 

レ ルムは，明治 6 年 5 月 3 日に生野に着任した・   "   . 

「Ⅰ部 省届 鉱 lll 寮鎔 銅鉱 師但 、 入し ルム」 右 ハ ト 

末 八月中鉱山寮へ 雇人 ノ儀 何滴十名 / 刊本月二円 仰 Ⅲ・ l 

生野夫へ到着任 候間此 殿御 届申候也 」 ( 5 %:20 口 ) . 

なお。 身分について「 迫テ 本文 鎔 銅鉱 師 " 九 % 再ニ 

  塊鉱 師ト有 乞者 ニ付 北殿中退俊也」 という注が付け ち 

れている． 

2 午後の明治 8 年に契約の次のように 契約の更新が 

行われた㍊・ 

    Ⅱ 部劣柑 

鉱 @ll 寮 御雇Ⅰ ム 人ボール． レルム 儀 本年 -- 月 十五円満期 

ノ処 生野支庁 於宇莱惇務ノ 祐ニ 付 必要ニ布皮 Tl 対 n 胤淋 甲 

兵 他 従前条約 ノ 根合 ヲ以テ 尚   - ケ 年間 致届継候冊即 条 

約 苦写相添此段御届 中退 候也 6 月 23 円 ) 一一泊 テ 本文 

延期条約 / 優ニ竹生野支庁へ 博二敗往復 候中 御席遅延 

相戊候段 御間 問相戊度此段即 t Ⅱ 候也 

条約 苦 

北条約は明治八年   - 月 十六月ニ 於テ   - 万八円本 は丈 @4 テノ 

ゐニ 取扱御席抜師長「 コ 八二一」 氏ド 文   --   万八「ノル 

ム」取締 ノ軒左 / 如シ 

第 @.   条 

右 し ルム ハ 製 砿師 / 技莱ヲ以テ   - ケ午 Ⅲ月給百卵 左 。 :l 」 

合 ニテ日本政府へ㎏ハルル 宇 

" 右 # 。 り定ハ Ⅱ 氏 今明治八年 - 月十， ロョリ始 マリ " 版 Ⅱ 

九年Ⅱ パ ⅢⅡ 終ルヘシ然シ 政府ニ股 テ 尚次第ニ 哺継シ 

ト欲 スル 月ハ Ⅱ " 丈 。 i ヲ以テ 2 ％ 行フヘシ 

第ニ 条 

ガ 。 り j どノ 終り 又ハ 其彼 三ケ月 / 十ニ「マルセイル」 へ Ⅱ " リ 

ケ 出帆スルトキハ 旅費トシテ全四百円 / 俺ヲ捕 Ⅰ灰ル ヘ 

、 ン然 リト 雌トモ -@ ロ 年 @ 十ニ乗船 セ サル 時ハ 路代 ヲ苗収 

ノ分義ナカルヘ、 ン 

第三条 

右 「 レ ルム」ハ部 テ 指揮 ヲ 「 コ 八二一」 或ハ 同人代理 

又 ハ具襲職 / 者 ノミニ 之ヲ受クヘシ 而 シテ 若シ 政府へ 

訴訟 / 事故 有 2 節 ハ必 ス石「 コ 八二一」氏 文ハ 同人代 

理或ハ其 襲職 / 音取次 ヲ以テ之ヲ上 ， 申スヘ - ン 

第四条 

北 条約期限中 し ルム 氏若シ病ニ罹ルトモ 医師 ヨ リノ確 

乎タル 澄書 アルニ 非 サレハ 休勤 スル ヲ得ス且 見一 ケ 月 

以上下動スルトキハ 其 放課 / 初日 ヨ リノ給料を与 ヘス 

ニ ケ 月ヲ経テ尚癒 サレハ北条約 ヲ廃シ 英日 ヨリ 給料 ヲ 

与ヘス 「マルセイル」 迄 / 帰国旅費金四百円ハ 町 相渡 

事 

第五条 

同人不行状 文ハ 上職 / 命 ニ吉 ク トキハ 北 条約 ヲ 廃止 ス 

ヘシ然 ルトキハ政府ニ 船 テ 同人へ 暇ヲ遣ス後ハ 帰国旅 

費 四百円 ヲ与ヘシ但 条約満期 迄 / 給与ハ包 フコトヲ不 

侍 へ、 ン 

第六条 

北条約期限 中 政府ニ船 テ 此の条約 ヲ止 - メントスルトキ 

ハ 右 「 シ ルム」 へ六ケ 月間 / 月給 即 洋銀六百井立 ニ 

「マルセール」 迄 / 帰国旅費金四百円 ヲ払フ ニ船 テハ 

政府 ハ 何等 / 事故 ヲ問 ハス Z ヲ 廃止スルノ 権 ヲ有スヘ 

シ 千八百七十五年第三月二日 
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さらに， ノルムは明治 9 年に 3 ケ 月間の契約が 更新 

された (34). 

工部省 届 

鉱山寮御雇 ィ ム人ホール，ノルム 儀 ハ本年一月十五日満 

期 / 姫月給 百廿 門ニ増加 致シニ ケ月間延期以後無期限 

雇継致シ候間此 没倒居中條 也 (3 月 27 日 ). 

レル ム は ， 1 ケ 同 120 円で明治 9 年 1 月 15 日 2 0 3 

ケ 月の契約更新をした ，なお，明治 11 年 3 月 16 日より 

給与は貿易銀で 220 円と改められた．以後の 契約更新 

は 無期限で明治 11 年 3 月 16 日 よ り契約更新が 行われた   

免許は明治 9 年 4 月 1 日に新たに交付され ，明治 13 年 

4 月 30 日に解雇，返納された (3,). 

7. 後 記 

生野 鉱 m が幕府から明治政府へ 引き継がれた 関係で， 

資料は公文書として 多く残されている ，資料の複写許 

可に関しては 早稲田大学図書館， 国立公文書館，外務 

省 外交史料館に 対し心より謝意を 表したい． 

ただ，生野 鉱 m の場合は残俳ながらフランス 人の姓 

名の確認， とりわけフランス 語の綴りが完全には 特定 

できないのが 現状であ る．それが生野鉱山研究の 一つ 

の障害となっていると 思われる， 

これで生野 鉱 m 関係のフランス 人の姉分の一の 資料 

がほぼはっきりしたことになる． 勿論，契約書 ( 和 

文， ィ ム文 ) を中心とした 発表はこれまでに 皆無であ っ 

たので， 本稿が生野鉱山研究の 進展につながるものと 

確信する． 

将来の研究としては ， フランス人関係者の 子孫を発 

見し資料を収集することが 不可欠であ る． コアニェ 

を除いてはまだ 一人の子孫の 存在もわかっていない． 

これを突破すれば 生野鉱山関係の 研究にさらに 大きな 

進展がみられるであ ろう． また，朝倉 盛明 ，高島北海 

等の日本人関係者の 研究も同時に 必要であ る．今回の 

原稿作成にあ たり， 沢 ，佐々木両氏の 生野 鉱 m に関す 

る論文を参考にさせていただかたことを 記しその学 

恩に感謝したり． 

Ⅱ 主 」 

(1    『大隈文書 J A-4012 「覚国人御雇 増之儀に付御 

届け」 ( 早稲田大学図書館貴重資料室 ). 『太政類 

典』 2A-9-294(N 。 25) 「鉱夫 及 職方塔 雇 」 (T 部 
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@ 2 Ⅵ . 

向けて出発した   中 いだが，この 中に田中 
詩仙 ( 盛明 )(23 オ ) という開成所句読師をつとめて 
いた者が加わっていたことは 存外忘れられている 
蘭学を修め，医学に 志し扶持米人石を 受けてい 

た前途有為の 青年であ った」 什 生野鉱山学校」 二 

『日本仏学史研究 コ 第 6 号 p.l, 昭和 50 年 6 月 10 

日 ， 日本仏学史研究会 ). 
佐々木和姉郎 : 調査中． 
『公文金 暴 J ZA-9-1464(N 。 9) 「鉱山寮御雇ジョゼ 

フ ，リュスタンベルゼル 約定書案 訳 」． 

汎論文「生野 鉱 m のお雇いフランス 人Ⅰ ( 『仏間西 
学研究ヨ策 1l 号 p.21). 
前掲『 官 雇人 表 』 ( 整理番号 3-9-3-14). 
『公文金 尿 d 2A-g-1222(N 。 3 Ⅰ「リュスタンベル ヂ 

ヱ 条約書」． 「 ( 免状 ) 番号 : 千三百二十九号」．展 
毛 : 鉱 m 寮 ，国籍 : 仏 ，人名 : ジアン バチスト 

ユ スタンベルジエ 氏，職務 : 器械鍛冶」． 

注 (6) に同じ・ 最後に「 The Imp. Jap. GoVe,n- 
menland  MonsieurLuslemberg 。 ， 」 と あ る 

『太政類典 J ZA-9-294(N 。 48) 「鉱山寮生野支庁 
ウエルネー 反りュス ンベル ゼェ 一層 継 条約書」 

( 第 2 編・ 第 2 類 外国交際 15 外客雇人 9). 「 旧 条 
約 ヲ 取緒シタル 雙方 / 間ニ 此 新規条約 / 在次ノ 

件々ニ国 テ 改正スル康典件々 中 / 約束 トノ覚 ハ部 
テ旧 条約二基 テ再ヒ北 条約 ヲ 延期セン コトヲ 約定 

ス 」． 

『 日 仏文化交流史の 研究』 ( 西堀 昭 ，駿河台出版 

社， p.23.1989, 『太政類典 J 2A-g-294(N 。 51). 
「 鉱 m 寮 御雇アンドレ・ボッ シ 本月十四日 致 病死 
帳 間 北枝中道 候也 」． 

『公文銭』 2A-9-805(N 。 2 Ⅰ「御雇仏人着港 御 
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(32) 

(3 ③ 

(3 め 

(35   

届 」． 
前註に 同じ． 

片岡 惟厚 : 調査中． 
Ⅲ 2 刀に同じ．「アンドレ ，ボッシ 定価釣書原書 二 」   

『太政類典』 2A-9-294(N 。 49) 「 鉱 m 寮 仏人 ジ， 
ゼフ ， リュスタンベルゼー 及ア ンドレ ， ボ，シ雇 

繊条約書」． 

『太政類典 J 2A-g-294(N 。 55) 「鉱山寮仏人但州、 @ 
生野ニ到着 ス 」． 
『太政類典 J 2A-g-294(N 。 56) 「鉱山寮仏人ポ ー 

ル， レ ルム 雇継 条約書」． 

F 太政類典』 2A-g-294(N 。 57) 「鉱山寮 雇 仏人 
ホール， レ ルム 雇継 」． 

外務省外交史料館資料『 官 雇人 表 』 ( 整理番号 
3-0-3-14) . 「 ( 免状 ) 番号 : 千三百五十五号， 庭 
立鉱山寮，国籍 : 仏 ，人名 : ポール， レ ルム 氏 ， 

職務 : 製鉱師 ，以下略」． 尚 ， シ ルムは明治 6 年 

5 月 3 日に生野に到着． 明治 13 年 4 月 28 日帰国． 

娘の墓が本行 幸 にあ る ( 以上， 沢 「官 展 ・ お 雇い 
フランス人明細 表 」 p.34. また釈氏 はレ ルムの 

綴りを Lerme としている． 佐々木尺 は LeI,ms と 

しているが， これは「工部省沿革報告」に 記され 

ているのを採用したものであ る ( 「明治双期に 活躍 
したフランス 人鉱業家たち   生野・刷子・ロケ 

野鉱 m の場合   」 二 『 史叢 』 第 20 号・ 

p.l1,1977 Ⅰ・生野町役場の ノ ルムの写真は 和服 

を 着て長火鉢の 前に座っている 珍しいものであ る   
それは， レ ルムが日本での 生活を楽しんでいるこ 

とを示しているようであ る・ 「 The Japan 
℡， eCto,y 」 (1875-79, 80 円年版Ⅰでは Le,m Paul 

( ㎞ nerand ㎡ neralburner) とあ る． 
( にしぼり あ きら 横浜国立大学経営学部教授 コ 


